
 
 
 
 
 
 
 

 
  ↑昨年の国際交流フェスティバルの様子↓ 
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湘南日本中国友好協会事務局 
藤沢市羽鳥 3-15-19 上野篤志方 
電話(FAX 兼用) 0466-33-0870 
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２０１９年１０月２７日(日) 

藤沢駅北口サンパレット 

毎年恒例のふじさわ国際交流フェスティバル

は、１０月２７日(日)午前１１時から午後３時

まで藤沢駅北口サンパレットを会場に行われま

す。今年も海外の友好都市と交流をしている多

くの市民団体が参加しますが、湘南日中も雲南

省昆明市との交流活動や中国語・日本語教室の

紹介、中国特産品の販売などの企画で出店を計

画しています。会員皆様の参加とご協力をよろ

しくお願いいたします。 

 

議事は部会長である加藤茅ヶ崎日中会長の司

会で進められ、県日中からの報告と情報提供に

続いて、横浜日中、鎌倉日中、厚木日中、大和

日中、湘南日中、横須賀日中、逗子葉山日中、

茅ヶ崎日中からそれぞれ活動報告が行われまし

た。各地域協会ごとに開催されている講演会、

中国文化講座、中国語教室、映画会、二胡演奏

会など多彩な事業は私たちにとって非常に参考

になる内容でした。今後も地域協会同士の交流

をいっそう深めていきたいと思います。 

次回の地域組織部会は座間日中の当番で１２

月ころに開催される予定です。 

 なお部会終了後、藤沢駅南口の「ニイハオ」

で懇親会も開催され、中華料理に舌鼓を打ちな

がら和やかな雰囲気の中で参加者の交流も行い

ました。 

９月５日(木)午後２時から藤沢市役所市民利

用会議室で神奈川県日中友好協会が主催する第

１回地域組織部会が開催されました。今回は県

日中、各地域協会から１３人、地元協会として

湘南日中からは柳田会長以下１０人が参加しま

した。 



                                  
                                         

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会費   日本人   \5,000 円 
     外国出身者 \3,000 円 
     法人    \8,000 円 
     家族    \8,000 円 
「日本と中国」新聞購読料＋\2,000 円(送料込み)  
「日本と中国」の新聞は新聞購読料払込の方のみに
お送りします。できるだけ購読してください。 
※ 会計取り扱い 
 振込専用口座－手数料がかかりません。 
  藤沢郵便局 振替口座 00270-2-112030 
  湘南日本中国友好協会 
 銀行振込 
 横浜銀行 藤沢中央支店普通口座 618-1093016 
  湘南日本中国友好協会 平中 恭子 
 

事務局から  ようやく秋めいて猛暑から

解放されたと思っていたら、今度は次々と大型台風

の襲来でなかなか気が抜けません。湘南日中ニュー

ス第１４号をお届けします。なお湘南日中ニュース

の原稿送付は事務局・上野までメール添付でお願い

いたします。 

E-mail  uenoat@hotmail.co.jp 

 

日時 ９月２１日(土) 午後２時～４時 

 場所 藤沢市役所 市民利用会議室３ 

  役員のご出席をお願いいたします。 

２０１９／４／１～８／１６ 

彩雲基金会計支出状況
交通費 185,540
研修費 305,892
通信費 18,830
印刷費 18,497
消耗品費 4,540
雑費 1,270
合計 534,569

彩雲基金会計収入状況
寄付金 355,500 32人
奨励金等 50,000 1団体
合計 405,500

年度別決算額の推移(2015～2018)
年度 繰越金 寄付金 支出額 コンテスト
2015 1,091,122 263,467 483,873 第６回
2016 870,784 248,486 596,876 第７回
2017 778,396 406,466 656,280 第８回
2018 688,585 465,000 552,434 第９回
2019 601,155 第１０回

 
(金額の単位は全て円です) 

 日頃彩雲基金の取り組みにご協力を頂き大変ありがとうござい

ます。おかげさまで彩雲基金日本語スピーチコンテストは１０回

の実績を積み重ね、昆明市をはじめとした中国の関係者からも高

い評価を受けています。 

 ８月の役員会にも報告いたしましたが、４月昆明市の雲南大学

でのスピーチコンテスト、７月の日本研修等の事業が行われたこ

とによる中間会計報告(4/1～8/16)です。寄付金の増収、支出経

費の節減に努める中で来年度以降の事業運営につきましても一定

の見通しがついてきたところです。引き続き会員皆様のご協力を

賜りたくよろしくお願いいたします。(彩雲基金会計・岡部初子) 

 


